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家族 に対する選好の 諸相

浅井　由美

1　 家族 と生活

　日常語 と して の 「家族」は 多義 的で 曖昧で ある が 、 専 門用 語 と して の 「家

族」の 普遍 的定義 も、 不可能 とい われ て い る 。 しか し、 現在 「家族 的な 、家

族 の よ うに 」 と い うと き、 そ れ は 、 「や す ら ぎ 、 愛情 、 親 密 、 信 頼 」 な ど を

含 意す る肯定 的 な表 現 と し て 用 い られ る こ とが 多い
。 森 岡清 美は 「（近代）

家族」を定義す る うえで 、家族の 多面的な機能 をま とめ て 「幸福 （well −being）

追 求」の 集団 と して い る 1）
。

　日本 語の 「家族」はfamilyの 訳語 と して も使 わ れ る が 、　familyもまた多義的

で あ る 。 清水盛光 に よれ ば 、familyの 語源 は 「奴隷 も し くは財 産 」を意味 す

る語 で 、 財産 に は、 家父 長の 支 配 と所有 に 属す る 「家族成 員 、 奴隷 、 土 地 、

家屋 、 金 銭 、 家畜 等」すべ て が含 まれ る2）
。 そ こ に は 、 家族の 「幸福 追求」

の なか で も 「愛情」 とは違 う側面 、 「生活」が ある 。

　 ヨ
ー ロ ッ パ 中世 に お い て は 、 人 々 は 「パ ン を分 か ち合 い なが らと もに生 活

し 、 と もに生 き」、
こ こ に木村尚三郎は家族 の 原点を求め て い る3）

。 家族 は衣

食住を保 障する た め に 、 生 活共 同体 と して 機能 して い た 。 家族の 歴 史を遡 る

ほ ど、家族 を概念規定す る うえで 、 生 活保障の 側面が 重要 に な る。

　子 が何 人 あ っ て も一 人 の 子 の 生 殖家族 とだ け同居す る 直系家族 制 （stem

family　system ）は 、 親子 で パ ン を分 け合 う世代 間扶養iを容易 に す る 。 同居す
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る 子の 生殖家族 を一
人 の子 に限 らな い 複合家族制 （joint　family　system ）は 、

きょ うだい 間で もパ ン を分 け合 っ て 、 世代内扶養まで 確保 しよ うとする もの

で あ る 。 こ れ らの 家族類型 は 、 個 々 の 生 殖家族 単独で は 幸福追 求が 困難 な地

域 で 維持 され る 。 そ れ に 対 して 、 どの 子の 生殖家族 と も同居 しない 夫婦 家族

制 （conjugal 　family　system ）は 、 ある程度 の 豊 か さ と社会保 障が前提 とな っ て

い る 。

　と こ ろ で 、 豊 か な社会 、 福祉国家の 出現 は 、

一
人で 生 きる家族外生活 を可

能 に した 。

一
つ 屋 根の 下で 家族 が 家庭 を 中心 に生 活す る とい うラ イ フ ス タ イ

ル は 、幸福の 象徴 で あ る か もしれ ない が 、 貧 しさの 象徴で もあ る 。 日本 で も

20年以 上 前 に 、 家庭 の 経済的存在理 由が な くな る と 、 「家 庭 の ない 家 族の 時

代」が お とずれ る と予想 され て い た 4）
。 家族成 員 は 個人 の 生 活 を優先 し、 必

要 な と きだ け助 け合 うこ とが で きる 。
パ ン が余 れ ば 、 家族 は 、 生 活 の た め で

は な く愛情 や信頼 で 結び つ い た ネ ッ トワー ク とな る 。

　こ の よ うに 、 家族は 20世紀後半 か ら集団 とい えな くな っ た 。 また、 家族 を

結び つ ける もの が 、 生 活保 障か ら愛情 に な っ て 離婚は 増え 、 家族 は か え っ て

脆 くな っ た 。 小 さな家族 （アメ リ カ の 核家族）の 大 きな崩 壊が い われて 久 し

い 5）
。

　そ こ で 家族研 究の 分野 で も 、 家族 の 集団性 や標準的i家族 を自明の 前提 と し

て い たラ イ フ サ イク ル の 視 角が 、 限界 を露呈 す る こ とに な っ た 。 1970年代 の

ア メ リカ で は 、 ラ イ フ サ イクル に代わ っ て 、 個人 の 人生 行路 に注 目す る ラ イ

フ コ ー
ス の 視角 が現 れ た 。

2　 家族 に対 する選好 と家族 の 変容

　山根常男 は 、 家族 には 「生 活集 団」「人生 過程」 「生 活様式」「社会制度」「親族

関係」の 五 つ の 面が ある と述べ て い る 6）
。 多くの 人 の 「人生過程 （ラ イ フ コ ー

ス ）」 に は 、 定位 家族 と生 殖家族 の 家族 キ ャ リ ア が あ る 。 家族 は 「親族 関係」
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を もつ 「生活集団」の
一

つ で ある が 、 長 い 人類史 の 過程 の 中で 最 も支 配 的 な

「生 活様式 （ラ イ フ ス タイル ）」で もあり、 それ ゆ えに 「社会制度」化 されて

い る 。

　こ れ は 、 佃 人が家族 に属 さず 一 人で 生活で きる 社会 に な っ て も変 わ っ て い

な い
。 家族 が 唯

一
の 生 活集団 で も生活様式で もな くな っ た に もかか わ らず 、

多 くの 人 たちが家族を選択 して い る 。 した が っ て 、 多 くの 人た ち に 、 家族や

家族的人間関係 に 対す る選好が 維持され て い る とい えるだ ろ う。

　2007年版 『国民生 活 白書』 に よれ ば 、 「あ な た に と っ て
一番大切 な もの は

何 か 」 との 質問 に対 し、 「家族」を挙げる人 の 割合 は 、 1958年 には 約1割 にす

ぎな か っ た が 、 70年代以 降は
一

貫 して 高 ま り続 け 、 2003年 に約5割 とな っ て

い る 7）
。

こ の 調査 結 果 は 、 家族 に対す る 選 好が 高 まっ た こ との 裏づ け とな る

が 、 選好だ けとい っ て よい だ ろ うか 。

　『国民生活 白書』 で 使 わ れ た統計数理研 究所 「国民 性の 殀 究全 国調査 」 で

は 、 「家族」 を
一

番 大切 と答 える割合 が 「生命 ・健康 ・自分 」や 「愛情 ・精

神」 よ りも高 くな っ た の が 、 1980年代前半で ある 。 別の 朝 日新 聞社定期 国民

意識調査 に よれ ば 、 1983年まで は 「健康」が ト ッ プで 、 1984年に 「家族」が逆

転 し、 1987年 に は 「家族」へ の 傾斜が さらに強 まっ て い る8）
。

　その 原動力 は 、 男性 の 変化だ っ た
。

1978 年 、 女性 の 回答で は 「健康」 と

「家族」が す で に接 近 して い た の に 対 して 、 男性の 場 合 は 「健 康」派 が 大 き

く上 回 っ て い た 。 しか し 、 年功序列型賃金制 度等の 日本 的雇用慣行に ひ び割

れが生 じ始 めた こ ろ か ら 、 男性 も、

一
番大切 な もの に 自分 の 「健 康」 よ り

「家族」 を挙 げ る よ うに な っ た 。

　 そ して 1987年 に は 、 過去 10回の 調査 で は み られ なか っ た 「不安感」の 高ま

りと と もに 、会社人 間の 父親 も家族 の 元 に帰 っ て きた 。 転換期 に 立 っ て 、 不

安 に とま どい なが ら、 大事 な もの に 自分 の 健康 と血 縁関係 の 家 族 を挙げる の

は 、
い か に も日本人 ら しい と当時の 朝 日新 聞は 書 い て い た 。

つ ま り、家族 へ
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の選好だけで な く生活不安が 、 家族 回帰を起 こ した とい える。

　多 くの 人 は不安や不信の と きに 、 足元の 家族 を顧 み る 。 しか しその 家族は
、

伝統的家族の ままで は ない
。 家族 に対す る 選好が 高まるの とは対 照的に 、 離

婚 、 再婚 、 未婚 、 非婚 、 ひ と り親 、 単身高齢者 、 ホ ーム レ ス な どが増加 した 。

夫婦 と未婚の 子 とい う標準家族世帯以外 に 、 多様な世帯 が増 えた 。

　
一

世帯当た りの 平均世帯人 員数 の 低下 は 、 核家族 化が進 ん で い る ため と説

明され る こ とが 多い
。 しか し 1975年以 降 、 核家族率は頭打 ちか低下傾向に あ

る 。 実際 は
、 小家 族化 と単 身者世帯 の 増加 の た め に 、 世帯人員数が低下 して

い る
。

　博報堂 に よれ ば 、 2007 年 に は 、 標準 世帯 （夫婦 ＋ 子 ）数 よ りも単独 （単身

者 ）世帯数が 多 くな る9）
。 夫婦 の み の 世帯 も増 加 し 、 世帯 の 小 口化 と多様化

が進み 、 日本 は 世帯 の 変革期 にあ る とい う。

　 また家族 は 生 産 の 機 能 を失 い 、 家庭 は 消費の 場 と な っ た 。 世帯 が小 口 化 し

て い る の に、 さ らに家族成 員が財 布を別 々 に して 消費す る （「個 計」 を もつ ）

の で 、 「家計」概念 も揺 れ て い る 。

　生 活不安 だ けで な く、 戦後 の 標 準的家族 の 解体 に対す る不安 も また 、 家族

回帰を起 こ して い る と考え られ る 。 家族が 一 番大切 と答 える の は 、 大切 に し

な くて も安定 して い た家族 が、大切 に しな けれ ば簡単に 壊 れ て しま うほ ど脆

弱化 した か らで もある 。

3　 家族 回帰の 諸相

　家族 回帰 とい える 現 象は 、 過 去 に繰 り返 し起 こ っ て い る 。 家族 の 大切 さの

強調 、 家族 の 価 値の 見直 し、 家族の 絆の 賛美に は 、 現 実の 家族で は な く、 理

想 と して の 伝統的標準的家族に 戻そ うとす る力 が は た らい て い る 。

　1994 年 は 国連の 定め た 国際家族 年だ っ た 。 そ の ス ロ ー ガ ン はBuilding　the

smallest 　democracy　at　the　heart　of 　society 、社 会の 中心 部分 で あ る家族 の なか に
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小 さな デ モ ク ラ シ
ー を確立 し よ う （政府訳 は 家族 か らは じまる小 さなデ モ ク

ラ シ
ー

）だ っ た 。 国連の 宣言文で は 、 家族 構成 員間の 平等 、 女性 、 子 ど も、

高齢者、 障害者の 権利の 確立が述べ られ 、 また唯
一

の 理想家族像の 追 求を避

けるべ きで ある と されて い た 。 しか し日本 で 、 家族 にお ける平等や 人権の 確

立 、 デ モ ク ラ シ ー とは何か な どが積極的に議論 される こ とはなか っ た 。

　カ ナ ダの 家族年紹介パ ン レ ッ トに は 、 「母 の 権利」「父 の 権利」の プ ラカ ー

ドを持 っ た 両親 の 間で 、 赤 ち ゃ んが 「そ して 私 も」 と主張 す る イ ラ ス トが

載 っ て い た 。 日本政 府が 作 っ た ポ ス タ
ー

に は 、 赤ち ゃ ん を中心 に 、 き ょ うだ

い
、 父母 、 祖父母 の 3世代8人家族 が描か れ て い た 。 政府や 地方自治体の 家族

年 関連事業 に対 して は 、 三 世 代同居家族 に こ だ わ っ て い て 、 日本 型 理想像 を

押 しつ けて い る とい う批判が あ っ たlo）
。

　政府の 取 り組み に 活力が なか っ た
一

方で 、 企 業は 家族年に便乗 した広告 を

した 。 口本航空 は 国内線で 「家族 物語」 を企画 した 。 宝塚 フ ァ ミ リー ラ ン ド

は rうれ しい ね 、 家族 み ん な の 春休み 」 と し 、 「1994年は 国際家 族年」 と広

告 した 。 阪神百貨店は 「い い ね 、 家族 。 家族 の 絆 を大切 に …　 」 と した う

えで 、 「母 と娘 で 楽 し くお 買 い 物を」 と呼 び か け て い る 。 積水 ハ ウ ス は 「人

は 、 温 もりへ
、 帰 る」と し 、 「新 しい 家族 の 絆 をつ くる家」 と広告 。 旭化成 は

「家が 壊 れ る の は困 る、家 族が 壊 れ る の は も っ と困 る 」 と二 世帯住宅 を勧め

て い る 。

　家族年の 家族広告は 、 立派な家に住み親子そ ろ っ て デパ ー
トで 買い 物 を し、

旅行や遊 園地 へ 行 く、 明 るい 家族 を共通 に描い て い る 。 こ こ で は 、 家族 が 消

費 の 単位で 、 絶好の タ
ー

ゲ ッ トにな っ て い た 。

　 また家族年の テ レ ビで は 、家族 に 焦点 を絞 っ た ドラ マ や バ ラ エ テ ィ 、 かつ

て の 「家」の よ うに 、 大人数で に ぎや か に暮 らす大家族 ドラマ が 目立 っ た 11）
。

「家」制度下 の 大家族 は封建 的 で 楽 しい ば か りで は なか っ た は ずだ が 、 民主

的な核家族小 家族時代に は
、 長所を強調 し美化 した大家族 に 対す る願望 や郷
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愁があ る らしい
。

　家族年 の 家族の 扱 わ れ方 に つ い て は 、 明 る い 家族キ ャ ン ペ ー
ン

、 家族主 義

の 肯定や賛美に うん ざ りとい う声が あ っ た 。 か つ て 、 家族 は 買い 物や旅行 に

行か な くて も、 豊 か で な くて も楽 し くな くて も家族だ っ た 。 家族 に対す る選

好が あ る とい うよ りも、 そ こ に た だ あ る だ けで は 家族 た りえず 、
一 生懸命

「家族す る」家族 を感 じさせ る 。

　1997年の 高校家庭科 の 教科書検定 で は 、 執筆者側 と検定側の 家族観の 違い

が 明 らか に な っ た 正2）
。 不合格 に な っ た 4冊 の 教 科書 につ い て は 、個 人の 生 活

や 自立 に 力点をお い た記述 や多様 な家族 を肯定す る こ とは 不適切 で ある とい

う意 見 が つ い た 。 単 品調理 に つ い て も、 家族 の 視 点が な い 、 指導要領上 は 、

幼児 も成 長期 の 青年 も高齢者 もい る家族の 献立 を考 える の が 目的で あ る と し

て 、 認め なか っ た 。 検定は
、 すで に始ま っ て い た家族 の 個 人化や 多様化 を否

定 し 、 三 世代同居で 、 お そ ら く専 業主 婦 の い る家族 をお手本 、 理想像 と して

い る 。

　日本 で は 、 家庭科 の 学習指導要領で も、

一
部 の 伝統的な家 政学で も、

一
貫

して 家庭生 活中心 の 考 え方が 強い 13）
。 社会 の 基本的単位 を 、 個 人で は な く家

族 と と らえる考 え方 が 、 教 育や慨究 の 分野 に も影響を与えて い る 。

　ア メ リ カ の 家庭科教 科書 は 14）
、 第 1部が 「人 間関係」で 、 「

一
人 しか い な い

自分 、 大勢 の 中の
一 人」 として 、 か けが えの な い 自分 自身に つ い て 考える こ

とか ら始 まる 。 自分 の 次 に 第2部で 「家族」 を考え 、 両 親 と子 ど もとい う固

定的 な家族像 だ けで な く、家族 の 違 っ た タ イ プ に つ い て も触れ て い る 。

　そ の 後の 新 しい 教 科 書 で は 15）
、 第 1部 は 「自分 ら し さ を伸 ばす 」と して

「た っ た
一

人 しか ない 自分」、 「自分 と は なん だ ろ う」 と あ り、 第2部 「自分の

生 活 とマ ネー ジ メ ン ト」、 第3部 「人 とうま くつ きあ う」、 第 4部 厂子 ど もと親」

と 、 個人の 視点か ら進ん で い く。

　ア メ リカで 発 達 した ラ イ フ コ ー ス 論 も、家族 の ラ イ フ コ
ー

ス は個 々 の 家族
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成員の ラ イ フ コ
ー

ス が相互 に依存 しあ うもの と考える 。 家族の ラ イ フ サ イク

ル （家族周期）論 に対 して い つ まで も違和感が な っ た 日本 とは 、 人 間観や家

族観が違う。

　1999年 、 当時 の 文部省は家庭教育支援の た め家庭教育手帳を作成 した 。 乳

幼児期の 子 ど もを もつ 親に向けた家庭教育手帳 と小 ・中学生の 子 ど もを もつ

親に向けた家庭教育ノ ー トは 、 現在3分冊 の 手帳 とな っ て い る。 「家庭で の 教

育や しつ けに 関 して 、 そ れぞれの 家庭 で 考 えて い ただ きた い 」 とい う手帳に

は 、 当た り前 と思 える よ うなこ とが書か れ て い る 。 しか し、 その 当た り前が

難 し くな っ て きて い る の も事実だ。 手帳作成の 背景 に は 、 家庭の 教育力の 低

下 に対す る危機感が あ っ た 。

　国が家庭教育 に まで 踏み込 む こ とや 、

一 面的 な理想像を押 しつ ける こ とに

は懸念 もある 。 それで も2006 年末 に は 、 60年に わた っ て 日本 の 教育の よ りど

こ ろ だ っ た教育基本法が 改正 され た 。 改正 教育基本 法で は 、 第10条 に 「家庭

教 育」 の 項 目が 新設 され て い る 。 第10条 （家庭教 育）は 、 「父母 そ の 他 の 保

護者は
、 子 の 教育 につ い て 第

一
義 的責任 を有す る もの で あ っ て 、 生活 の ため

に必 要 な習慣 を身に付け させ る と と もに 、 自立心 を育成 し、 心 身の 調和 の と

れ た発達を図 る よ う努め る もの とする」 と規定 して い る 。

　 た だ し第2項で 、「国及び地方公共団体 は 、 家庭教育 の 自主性 を尊重 しつ つ
、

保護者 に 対す る 学習 の 機会及 び情報 の 提 供そ の 他家庭教育 を支援す る た め に

必要 な施策を講ず る よ う努め なければ な らな い 」 と、家庭教育の 自主性 の 尊

重 に も触れ て い る 。

　 に もか か わ らず 、 家庭教 育 に 対 する不 満や 不安は 少子 化対 策 とセ ッ トに

な っ て 、 家族の 絆 を再生す る 運動に つ なが り、 肯定的に受け入 れ られて い る 。

た とえ ば 、 2007 年 、 具体 的な施策 と して 「家族 の 日」 や 「家族 の 週 間」が制

定 され た 。 かつ て の 「家庭の 日」制定 に は 、 個人の 生活 に まで 行政 が侵 人す

る こ とへ の 反発 もあ っ た 。 しか し今回は 、 行政 が家庭の 中に まで 踏み 込 む ご
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との 是非 をそれ ほ ど議論 される こ とな く、 決定 されて い る 。

　また地方 自治体で は 、親学習 プ ロ グ ラ ム や 親学の 講座 な どが広 が っ て い る
。

こ れ ら一
連の 傾 向に対 して 本 田 由紀は 、 「家 庭教育の 重要性が喧伝 され れ ば、

さ らに家庭 間の 格差 を助長す る 。 家庭 間の 格差 を補完する機会を公 的 に 充実

させ るべ きだ」 16） と して い る 。

　実際 、 生活 にお われ て子 の 教 育 に手が 回 ら ない 家庭 が あ る一方 で 、 育児雑

誌や家族向け受験雑誌 の 出版が相 次い で い る 。 そ こ に は 、 子 どもと母親だけ

で な く父親 も登場す る よ うに な り、 幸せ で 教育熱心 な家族像が描 かれ て い る 。

親 がい か に愛情 と手間 とお 金 をか けて 育て た か を証 明す る もの が 、 優秀 な子

ど もに な っ て い る 。

4　家族格差

　 さ て 、 本当 に家族が 必 要 な人 た ち は誰 だ ろ うか 。 か つ て の 「パ ラサ イ ト ・

シ ン グ ル 」
17）は 、 生 殖家族 をつ くらず定位 家族 か ら離家 もせ ず 、 父 の お 金

と母 の 家事 （時 間）に 寄生 す る こ とで 、 豊 か で 自由な シ ン グ ル ラ イ フ をお

くっ た 。 しか し、 い つ まで も親 が 豊 か で あ る とはか ぎら ない
。 自立 した くて

もで きない パ ラ サ イ ト ・シ ン グ ル が 増 えて い る
18＞

。 経済的 に 自立 で きない パ

ラ サ イ ト ・シ ン グ ル だ けで な く、 子 に依存せ ざる を えない パ ラ サ イ ト ・ペ ア

レ ン トも存在 して い る 。

　小倉千加子 は
、 最終学歴 が 出 身階層 の 関数 で あ り、 本人の 価値観 ・職業

観 ・男性 観に 大 きな影響 を与 えて い た と し 、 学歴 別 に未婚 女性 の 結婚 意識 を

分類 して い る
19）

。 小倉 に よれ ば 、 4大 卒専 門職 女性 は 結婚 に今 の 自分 を変え

ない 「保存」 を求 め る が 、 短大 卒女性 に と っ て 結婚 は 「依存」、 労働条件の

劣悪 な高卒者 に と っ て 結婚 は 、 「生 存」を賭 けた 最後の チ ャ ン ス で あ る 。 「日

本 にい て 、 健康で 、 しか し結婚 しな けれ ば食べ て い けない 層 が存在す る」 と

して い る 。
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　 ワ
ー

キ ン グ プア な ど新 しい 貧 困は 、 2世代 3世代 が 寄 り添 っ た大家族で な け

れ ば生 活で きない 、 新 しい 家族 を うん で い る 。
つ ま り別の 家族回帰が起 こ っ

て い る 。 こ の場 合 、

一 つ 屋根 の 下 は 、 選好の 結果で は な く、 や む をえ ない 状

況で の 貧 し さの 風景で ある
。

企 業福祉 に も国家福祉 に も頼 れ な い 人 が 、 低下

した家族福祉 に しがみ つ か ざる を えない 状態 とい える 。

　と こ ろ が他 方で 、 選好の 結果 と して豊 かな消 費生活 を送 る 、 また別の 新 し

い 拡大家族が登場 して い る 。 「平 成拡大家族」 とは 、 「子世代が親世代 と近居

す る こ とに よ っ て 、 自分 の や りたか っ た こ とを しなが ら親の 援助 を受け、本

来や りたか っ た結婚や子育て がで きる 」 とい う新 しい 拡大家族 をさす
20）

。 同

居で な く近居 を選好 し、 親世代 （お 金 も時間 ももっ て い る 「金時 （キ ン トキ）

もち」 21）） と子世代の 家族が 、 カ ネ ・モ ノ ・トキ （時間）を融通 しあ っ て 消

費水準 も生活満足度 も高い
。

　 さら に経済的側面 だけ をみ れ ば 、

一 人 の 子 ど もの た め に 、 お じ ・お ば まで

含め た 大家 族の 形成 もみ られ る 。 晩婚 ・少子 の 社会で は 、 お じ ・お ばが豊か

な シ ン グル で ある場合、 甥姪 に か ける消 費が増 える 。 現代は 、 子 ども一 人が

父母 、 双方の 祖父母 、 お じ ・お ば、 七 つ の 財 布 をもつ 多ポ ケ ッ ト時代 とい わ

れ て い る 。

　豊 か な シ ン グ ル
、 家族 を選好す る 豊 か な 「平 成拡大家族」、 選択 の 余地 な

くや むをえない 状 態の ス ラム 化 した 家族 、
パ ラ サ イ ト ・シ ン グ ル 、 家族が 多

様化 しただ けで な く、 そ の 格差 も拡大 してい る 。 しか し 、 平成拡大家族もス

ラ ム 化 した家族 も、 愛情 もあ る だ ろ うが 、 （経 済）生 活で 結び つ い て い る 点

で は 明 らか に 共通 して い る 。

5　家族組織の限界 と新 しい 生活協働

　豊か な社会 、 福祉 国家 は 、

一
人 で も生 活で きる 社会 で あ っ た が 、 低成長 、

少子高齢化 は
一

人 で 生 き られ ない 社 会の 到来 を予感 させ る 。 終身雇用や 年功
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序列型賃金 な ど 日本的雇用慣行が崩 れ企業福祉が低下 し、 国家福祉 も低下 す

る と予 想 され る こ とが 、 家族 を選好 させ 家族 回帰 に つ なが っ て い る の で は な

い だ ろ うか 。 家 族の 脆弱化は 先 に述べ た通 りで 、 家族福祉 も低下 して い る が 、

家族 に代わ り家族 と同等に機能する 生活保障の 組織 を 、 み つ け らない ま まで

あ る 。

　 で は 、

一
人 で 生 きられ ない 人 が 集 ま っ た家族 は、集 ま っ た だ けで 必 ず生 活

で きるだろ うか 。 リス トラ で 失業 した父 と フ リー
タの 息子 （フ リ

ー
タ男性の

既婚率は低い ） な ど 、

一
人で 生 きられ ない だ けで な く、 家族単位で も生活で

きない 階層が静 か に広が っ て い る 。 豊 かなシ ン グル や平成拡大家族は
一
部で 、

多 くの 人が 、

一 人で も家族 で も、 生活で きない 時代が近づ い て い る こ とに不

安 を感 じて い る 。

　家族 を選好 す る しない にかかわ らず 、
い ずれ は生活の ため に 、 家族を超え

て 他人 と も結び つ か ざる をえな くな る だろ う。 近代以 前の ヨ ー ロ ッ パ の 貧 し

い 農村で は 、 家族 と家族以外の 境界が近代家族 ほ ど明確で は な く、 共 同体全

体 と して な ん とか生 活 して い こ うと して い た
。 今後 、 日本で も新 しい 貧 しさ

の 中で 、新 しい 選択 、 新 しい 価値観 や 生 活観 を もつ 可能性が ある 。

　家 族の 枠を超 えて 新 しい 生 活共同体をつ くる協働 は 、 す で に コ レク テ ィ ブ

ハ ウス な どの 他入 との 共 同 、 擬似家族 をつ くる人 た ちの なか にみ られ る 。 人

間は 目的達成の ため に協働 し、 組織 を つ くる22＞
。 組織 は 目的 を達成で きな け

れ ば崩壊す るが 、 目的 を達成す る こ とに よ っ て も消えて い く。 家族は 「幸福

追求」 とい う多様 な機能 を もつ が 、 多 くの 目的 を
一

つ の 組織 で 達成 しよ うと

す る こ と 自体 、 有効 な こ とで は ない
。

　た とえば 、 育児 、 教育が 中心 の 若い 家族 と高齢期の 家族の 目的は同 じで は

ない
。 目的が変わ れ ば成員 も変わ るの が 当然だ が 、 家族 は 、 成員 を入れ 替え

る こ とも、 増減 させ る こ と も簡単で は ない 。 他 の 組織 ほ ど外部環境の 変化 に

適応 力が ない うえに 、 他の 組織 と同様に 崩壊 の 可能性は ある 。 家族の 組織 は 、
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存続条件で ある 「有効性」 と 「能率」が高い 安定 した組織 だ っ たが 23）
、 家 族

の 崩壊 はめず ら し くな くな っ た 。

家族 に あれ もこ れ も と過大 な期待 をせ ず に 、 家族 は
一

時期の はか ない 協働

と考 えなけれ ば な らな い 時代が 近づ い て い る 。 少子 高齢 社会 で は 、 ラ イ フ

コ ース 上で 、 家 族 も含め て い くつ か の 協働 を組み直す こ とを考えな けれ ばな

らない 。 ある と きは家族をラ イフ ス タイル と して 選択 し、 あ る ときは 選択の

余地 な く家族 にい な けれ ば な らず 、 ある と きは別 の 生 活組織 をつ くり、 必 要

に応 じて合理 的に 他者 と も協働す る こ とが 求め られ る 。
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